
1 
 

2026 年比較法ゼミ夏期合宿報告書〔学生の教育研究活動支援 1－39〕 

 

法律経済学科 古屋 等 

 

 

2026 年 9 月 7 日（月）から 8 日（火）の 1 泊 2 日の日程で、神奈川県葉山

町の国際湘南村センターにて、担当する比較法ゼミナールの夏季合宿を実施し

た。参加者は、4 年生 10 名、3 年生 9 名と教員の計 20 名である。 

第 1 日目に JR 品川駅に集合し、JR 鎌倉駅で下車し市内観光の後、JR 逗子

駅経由で研修施設である湘南村センターに向かい、15 時から 18 時まで、４年

生の卒業研究の報告と指導を行った。第 2 日は、8 時半から 11 時まで、3 年

生の卒論作成の計画発表を行い、終了後、JR 逗子駅、JR 鎌倉駅経由で江ノ島

まで向かい、島内を自由行動とした。終了後、湘南モノレール経由で JR 大船

駅、JR 品川駅に向かい、現地解散とした。 

4 年生 10 人には、事前に A4 判で 10 枚の卒論ダイジェスト版を提出しても

らい、当日は、添削した結果について説明しながら内容の指導を行った。概ね

計画通りに作成できていることが確認できたため、今後は参考文献を増やしな

がら、12 月の提出に向けて加筆・修正を行い、全体を完成させるように指導

した（10 月末に 10 枚、11 月末に 10 枚程度を追加）。なお、就職活動の結果

は、未決定の学生が 1 人いたものの、残り 9 名については希望通り、公務員

（7 名）と民間企業（2 名）に決定したことを確認した。 

3 年生 9 名には、7 月のゼミナールで仮確定した卒論テーマにしたがって文

献を収集し、卒論の章立てを検討したレジュメに基づいて、本人の問題意識と

意見交換を行ってもらった。特に問題となる学生はいなかったため、今後卒論

のテーマとして取り組んでいくことにしたが、参考文献の収集が不十分な学生

が多かったため、この点を徹底するように指導した。なお、当日欠席した学生

が 2 人いたため、今後個別指導の上、テーマ確定を行っていく予定である。

なお、すべての 3 年生がこれまでにインターンシップに行っており、これか

らも予定が入っていることを確認できたため、引き続き企業研究や試験対策を

継続するように指導した。 
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